
綾瀬市教育委員会の基本方針

学校教育目標

学校経営方針
（グランドデザイン）

今年度の重点目標

取組分野 評価の観点

１　学習指導

　学校は、「真実を求める人」を育て
るために、工夫や改善に取り組んで
いる。

２　教育課程

　生徒は、学校行事や生徒会活動・
部活動に積極的に参加している。

３　児童・生徒指導

　学校は、「思いやりの心を持つ人」
を育てる指導を積極的に行ってい
る。

４　児童・生徒指導

　生徒は友人や先生との学校生活に
満足している。

５　児童・生徒指導

　学校は、いじめの早期発見・再発防
止のための取組を行っている。

学校の自己評価と改善策

　8割以上の保護者が肯定的な回答をしています。しかし、全ての教職員が
肯定的に捉えていることに比べ、保護者と教職員の間に差がみられる現状
があり、引き続き、授業、道徳、学校行事など全ての教育活動を通して、生
徒が互いを認めあうことができる学校・学級づくりを目指した指導に努め
ていきます。さらに、学校だより等で、教育相談やスクールアンケートを実施
している情報を発信します。また、今後もＳＮＳトラブル防止教育を学級活動
の時間に定期的に行うことや、日常の生徒への声掛けや面談を行い、生徒
との信頼関係を築き、保護者との連携をより深めて、いじめ防止教育に努
めていきます。

　保護者は９割近く、生徒に至っては９割以上が「学校行事や生徒会活動・
部活動に積極的に参加している」の設問に肯定的に回答しています。様々
な活動において、主体的に活動することで、達成感や充実感を味わうととも
に、協力する大切さを学ぶ生徒が多くいます。今後も部活動の活性化、生
徒会本部を中心とした実行委員会、専門委員会の活動の充実を目指し、
主体的に行動できる生徒の育成に努めていきます。

　ほぼ全て「の生徒や保護者が「友人に対して思いやりの気持ちを持って
接している」と回答し、すべての教職員が、「生徒の良好な人間関係作りに
努めている」と、肯定的な回答しました。今後も、｢特別の教科　道徳｣の時
間を要として、学校生活における様々な場面で、自分や相手のことを思い
やり、互いの良いところを尊重し合う気持ちを育てていきます。

　９割近い生徒が学校生活を楽しく過ごしていると回答しています。今後も
普段の学校生活を通して、社会の一員としての公平、奉仕、公共心などの
モラルを定着させるとともに、豊かな人間関係づくりに努めていきます。一
方、学校生活を楽しく過ごせていない生徒がいることにも向き合い、いじめ
防止対策の取組として、引き続きスクールアンケートや個別面談、教育相
談、日頃の生徒観察を行い、生徒の状態を適確に把握していきます。また、
学級活動等でソーシャルスキルトレーニングを計画的に実施し、生徒の人
間関係作りをサポートしていきます。

令和　５　年度　　綾瀬市立　北の台中学校　学校関係者評価報告書

　（学校教育分野）　人を思いやり　社会を生き抜く力を身に付けた　綾瀬の子ども

美しい人
  ・思いやりの心を持つ人
　・真実を求める人
　・創意工夫する人
　・ねばり強く行動する人
　・心身を鍛える人

重点目標　　自らの考えで行動しようとする人
　　　　　　まずは「思い」を持つこと
育てたい資質能力　・主体的に学ぼうとする力（STUDY）
　　　　　　　　　・人とのつながりを楽しむ力（ENJOY）
　　　　　　　　　・創造する力（CREATE）

　昨年度に比べて「そう思う」の生徒と保護者の割合が増加しました。また、
8割以上の生徒が意欲的に授業に取り組み、定期テスト前も学習計画作り
をはじめ積極的に学習に取り組んでいます。また、６割以上の保護者も、意
欲的に学習に取り組んでいると肯定的な回答をしています。今後も生徒の
学習意欲を高められるように授業研究を推し進めるとともに、家庭での学
習習慣の定着をめざした具体的な支援に取り組み、自ら学び、自ら考える
「真実を求める人」の育成に一層努めていきます。



６　保健管理

　学校は、「心身を鍛える人」を育て
る指導を積極的に取り組んでいる。

７　安全管理、教育環境整備

　学校は、生徒の安全のための指導
や施設の点検・整備に取り組んでい
る。

８　支援教育

　学校は生徒に応じた支援の工夫を
している。

９　組織運営

　校長を中心とした運営組織になっ
ている。

10　教職員の研修

　学校は、教職員の力量を高めるた
めの取組に力を入れている。

11　教育目標・学校評価

　学校は、生徒の実態を把握し、より
よい生徒の成長のための工夫をして
いる。

12　情報提供、保護者・地域
    住民との連携

　学校は、保護者などに適切な情報
を提供し、連携を図る取組を行って
いる。

　教職員は9割強が、保護者は全員が肯定的に回答しています。生徒の実
態を把握し、教員で情報共有し、適宜声掛けを行ってまいりました。今後も
様々な教育活動を通して、生徒の実態把握に努め、生徒のよりよい成長の
ために活用していきます。

　ほぼ全ての教職員が、生徒が安全な生活を送るための指導と施設点検・
整備を行っていると回答しています。今後も校舎内外の点検・整備に努め、
生徒に対する防災指導も充実させていきます。引き続き、消防・防災計画に
基づき災害発生時の生徒の安全確保にも全職員で取り組んでいきます。

　ほぼ全ての教職員が生徒に応じた支援の工夫をしていると回答していま
す。今後も、様々な課題を持つ生徒に対して、教職員、学習支援者、ＳＣ、ＳＳ
Ｗが支援を行い、必要に応じて外部機関と連携し、必要な支援を検討し手
だてを考えていきます。毎週行われている情報交換会で、課題のある生徒
の現状と、必要な支援を検討し、全職員で情報共有して、一丸となって同じ
方針で生徒を支援していきます。

　７割以上の生徒・保護者は自分の健康や体力に関心を持っています。こ
れからも保健・食育指導等を充実させ、生徒の健康や体力への関心を高
めていきます。また、学級担任、部活動顧問、養護教諭、栄養教諭、SC、ＳＳ
Ｗ、保護者と連携し、心身ともに健全な生徒の育成に努めていきます。

【学校運営協議会からの意見及び改善策】
・安全管理、教育環境整備について、今年度学校内の工事が多かったが、生徒たちへの安全対策はどうしていたか。
→工事を行う業者とは、必ず管理職が事前打ち合わせを行っており、基本的な安全面の確認をしている。事前打ち合せの際には、作業は通学時を避けて行ったり、休
日や夏休み中を利用して行ったりするよう伝え、生徒の安全を確保している。
・学校情報配信システムで出欠席の連絡ができるようになったが、メリット・デメリットはあったか。
→学校側のメリットとしては、欠席連絡の電話対応が減り、教員の業務を軽減することができた。保護者側のメリットとしては、欠席連絡をすることのできる時間の幅
が広がったことや、電話をする必要がなくなったことで負担の軽減につながったという意見を聞いている。デメリットとしては、電話で直接話をしないことで、保護者の
方の声や話し方で様子がわかりづらくなったことがある。また、欠席連絡については、学校情報配信システムだけではなく、従来通りの電話での連絡も並行して受け
付けている。
・全体の印象として、意欲的に新しい方法等を取り入れていて、とても良いと感じた。

　保護者、教職員ともに９割が肯定的に回答しています。学校だよりや学年
だよりを通して学校の様子を伝えようと努力してきました。併せて、学校情
報配信システム(C4th)でもお便りを配信しています。また、毎月発行され
ている学校だよりは、学校で配付するだけではなく、地域に回覧したり、
ホームページに一部を掲載したりしています。今後も学校生活や授業中の
様子等を積極的に発信していくとともに、分かりやすく伝える工夫に努めて
いきます。

　９割以上の教員が、各グループが連携し、円滑に職務が遂行されている
と回答しています。今後も教育目標の具現化を目指し、グループ会議、企
画会議、職員会議、学年会議を行いながら情報の共有化を図り、組織的か
つ効率的な学校運営に努めていきます。今後もグループ間の連携や情報
共有も積極的に行い、全教員で教育活動を行っていきます。さらに、グラン
ドデザイン・重点目標の達成、育てたい資質・能力の育成を目指して、各グ
ループで取組を検討していきます。

　多くの教員が教師の力量を高める校内研修や授業力向上・授業改善を
目指して校内研究に積極的に取り組んでいます。来年度も、教員が学習指
導要領に明記された「主体的・対話的で深い学び」の実現をめざし、生徒
一人ひとりが「わかった・できた」をより実感し、深い学びへつなげる授業を
展開していけるように校内研究を充実させていきます。また、校外の研修に
も積極的に参加し、その成果を全教員で共有し力量を高めていきます。


